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倭
館
玉
垂
神
社
に
於
け
る
加
藤
大
神
勧
請
の
背
景

徳
竹

由
明

一
、
は
じ
め
に

韓
国
釜
山
海
浜
の
龍
頭
山
・
龍
尾
山
に
は
、
敗
戦
ま
で
龍
頭
山
神
社
と
末
社
龍
尾
山
神
社
な
る
神
社
が
存
し
た
事
、
ま
た
龍
頭
山
神
社
が

-273-

金
万
比
羅
神
社
、
龍
尾
山
神
社
が
玉
垂
神
社
と
い
う
対
馬
藩
草
梁
倭
館
に
存
し
た
神
社
を
前
身
と
す
る
、
即
ち
近
世
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
唯
一
の
海
外
神
社
で
あ
る
事
は
既
に
著
明
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
龍
頭
山
神
社
・
龍
尾
山
神
社
は
、
『
使
鮮
日
記
』
明
治
九
(
一
八
七
六
)

(
一
八
七
八
)
年
刊
の
『
朝
鮮
帰
好
余
録
」
「
叢
洞
懐
古
」
、
大
正
十
五
(
一
九
二
六
)
年
満
鉄
鮮
満
案
内
所

年
一
月
二
十
日
条
や
明
治
十
一

刊
の
『
朝
鮮
満
州
旅
行
案
内
附
支
那
旅
行
案
内
』
「
釜
山
・
[
名
勝
地
]
」
項
筆
頭
を
見
る
限
り
、

-
丘
上
弁
天
金
万
毘
羅
ヲ
安
置
シ
、
丘
ノ
高
サ
約
一
百
尺
、
古
松
暢
茂
シ
テ
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
松
槍
ニ
接
ス
ル
一
正
海
ニ
突
出
シ
、
山
石

間
古
松
逆
生
シ
テ
、
絶
影
島
ト
一
衣
帯
水
ヲ
隔
テ
、
梢
奇
趣
ヲ
為
ス
者
ヲ
龍
尾
山
ト
云
フ
、
俗
ニ
呼
岬
ト
称
ス
、
頂
ニ
小
洞
ア
リ
、
清

正
ヲ
記
ル
、
(
『
使
鮮
日
記
』
)

叢
嗣
懐
古
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日
本
館
城
内
有
二
山
意
、
日
龍
頭
、
日
龍
尾
、
龍
尾
突
出
港
口
、
怪
石
森
立
、
上
多
喬
松
、
三
面
控
海
、
景
象
宏
壮
、
項
安
二
一
刺
、
相

伝
為
加
藤
清
正
廟
、
賓
合
把
住
吉
玉
津
島
二
神
也
、
(
『
朝
鮮
帰
好
余
録
」
)

-
V
龍
頭
山
、
市
の
中
心
部
で
港
湾
一
帯
の
形
勢
を
術
撤
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
丘
上
の
金
比
羅
宮
は
二
百
四
十
余
年
前
に
対
馬
の
国
守

の
宗
氏
の
建
立
に
か
、
り
、
後
住
吉
、
天
満
の
二
神
を
合
記
し
て
、
在
港
邦
人
の
鎮
護
を
祈
っ
た
も
の
で
、
朝
鮮
に
奉
記
せ
る
神
社
の

最
初
の
も
の
と
云
ふ
点
に
意
義
が
あ
る
。

V
龍
尾
山
、
龍
頭
山
の
南
方
市
街
を
隔
て
、
隆
起
せ
る
小
丘
は
、
龍
頭
山
に
対
し
て
龍
尾
山
と
云
ひ
、
竹
内
宿
禰
、
加
藤
清
正
を
杷
つ

た
龍
尾
山
神
社
が
あ
り
、
位
置
海
浜
に
逼
、
週
し
て
港
湾
展
望
に
適
し
て
ゐ
る
。
(
『
朝
鮮
満
州
旅
行
案
内
附
支
那
旅
行
案
内
』
)

と
日
本
人
に
と
っ
て
釜
山
の
ラ
ン
ド
マ

l

ク
の
よ
う
な
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
り
、
ま
た
龍
尾
山
神
社
に
は
傍
線

部
の
よ
う
に
豊
臣
秀
吉
恩
顧
の
戦
国
大
名
加
藤
清
正
が
合
記
さ
れ
て
い
た
。

さ
て
こ
の
龍
尾
山
神
社
へ
の
加
藤
清
正
合
杷
の
時
期
に
関
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
治
四

O
(
一
九
O
七
)
年
二
月
に
龍
頭
山
神
社
神

職
平
松
義
雄
氏
が
起
草
し
た
『
龍
頭
山
神
社
御
祭
神
記
』
が
、

玉
垂
神
社

御
祭
神
三
坐

玉
垂
大
神

延
宝
六
年
三
月
日
不
詳

加
藤
大
神

文
政
二
年
三
月
日
不
詳

朝
比
奈
大
神

文
政
二
年
五
月
日
不
詳
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御
祭
神
御
名
及
ヒ
御
身
鉢

武
内
宿
禰
公

白
紙
幣

樋
代
入

加
藤
清
正
公

白
紙
幣

樋
代
入

朝
比
奈
義
秀
公

白
紙
幣

樋
代
入

中
略

玉
垂
神
社
御
祭
神
武
内
宿
禰
栴
大
神

同
社
ハ
延
宝
六
年
戊
午
三
月
創
立
ニ
シ
テ
、
其
后
文
政
二
年
三
月
加
藤
清
正
公
ヲ
合
把
セ
リ
、

と
記
す
他
、
明
治
四
十
一

(
一
九O
八
)
年
三
月
の
『
龍
尾
山
神
社
沿
革
概
略
』
、
年
月
不
詳
の
『
釜
山
龍
尾
山
神
社
沿
草
概
略
』
も
同
様

-275-

に
文
政
二
(
一
八
一
九
)
年
三
月
と
し
て
お
り
、
文
政
二
年
三
月
説
が
定
説
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
考
で
は
、
玉
垂
神
社
に
加
藤
清
正

を
祭
神
と
す
る
加
藤
大
神
が
合
記
さ
れ
た
時
期
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
大
雑
把
な
も
の
で
は
あ
る
が
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

一、

「
清
正
公
信
仰
」
の
様
相
と
玉
垂
神
社
へ
の
加
藤
大
神
合
問
の
時
期

加
藤
清
正
に
対
す
る
信
仰
(
以
下
「
清
正
公
信
仰
」
)
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
実
際
に
近
世
期
に
成
立
し
現
代
に
ま
で
続
く
信

仰
で
あ
る
。
ま
ず
は
拙
論
を
展
開
す
る
前
提
と
し
て
、
清
正
公
信
仰
の
様
相
に
つ
い
て
、
先
行
論
文
を
繕
き
つ
つ
以
下
に
簡
潔
に
纏
め
て
み

ト
品
、
つ
ノ
O

清
正
公
信
仰
の
成
立
と
伝
播
に
密
接
に
関
わ
っ
た
の
は
、
清
正
が
そ
の
熱
烈
な
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
日
蓮
宗
、
特
に
清
正
の
菩
提
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寺
で
あ
っ
た
肥
後
本
妙
寺
、
及
び
本
妙
寺
の
属
す
る
京
都
本
因
寺
を
中
心
と
す
る
六
条
門
流
で
あ
る
。
本
妙
寺
は
、
清
正
の
跡
を
襲
っ
た
子

(321) 

息
忠
広
が
寛
永
九
(
一
六
三
二
)
年
に
改
易
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
最
大
の
壇
越
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
幸
い
肥
後
の
新
た
な
領
主
細
川
氏

が
清
正
を
崇
敬
し
て
い
た
こ
と
等
に
よ
り
、
本
妙
寺
は
従
来
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
寺
領
を
安
堵
さ
れ
、
清
正
の
廟
所
と
し
て
清
正
へ
の
崇
敬

を
よ
り
高
め
る
方
向
へ
進
む
一
方
で
、
藩
主
の
菩
提
寺
と
し
て
の
立
場
を
失
っ
た
た
め
庶
民
層
へ
の
布
教
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
る
。
こ
う

し
て
清
正
公
信
仰
生
成
・
伝
播
の
条
件
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。
本
妙
寺
蔵
『
発
星
山
の
記
』
な
る
記
録
に
よ
る
と
、
享
保
一
九
(
一
七
三
四
)

年
時
の
六
月
二
三
・
二
四
日
の
清
正
正
当
忌
に
は
か
な
り
の
参
拝
者
が
あ
り
、
ま
た
同
記
録
の
中
で
清
正
に
対
し
て
「
居
士
」
で
は
な
く
「
神
儀
」

な
る
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
清
正
公
信
仰
が
享
保
一
九
年
段
階
に
は
既
に
確
立
し
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
事
は
間
違
い

の
な
い
事
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
享
保
年
間
は
加
藤
氏
子
孫
が
将
軍
吉
宗
に
よ
っ
て
旗
本
に
召
抱
え
ら
れ
、
あ
る
意
味
で
幕
府
に
よ
り
加
藤

-276-

氏
の
名
誉
回
復
が
な
さ
れ
た
時
期
に
も
相
当
す
る
。
そ
の
後
文
化
七
(
一
八
一

O
)
年
に
は
清
正
公
二
百
年
御
遠
忌
が
行
わ
れ
、
ま
た
京
都

で
「
清
正
大
神
祇
霊
験
記
』
が
出
版
さ
れ
る
等
こ
の
年
以
降
清
正
公
信
仰
が
大
い
に
流
行
し
た
。
な
お
清
正
公
信
仰
の
主
要
な
担
い
手
は
主

と
し
て
九
州
と
関
西
の
都
市
の
商
人
層
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
の
内
容
は
、
『
清
正
大
神
祇
霊
験
記
』
を
見
る
限
り
病
気
治
癒
、
盗
難
・
水
難
・

風
難
・
雷
災
・
火
災
の
回
避
等
除
災
や
招
福
を
中
心
に
現
世
利
益
の
祈
願
が
主
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
肥
後
国
で
は
、
文
政
五
(
一
八
二
二
)

年
鏡
干
拓
地
に
加
藤
神
社
が
創
建
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
近
世
後
期
以
降
土
木
治
水
の
神
と
し
て
杷
ら
れ
た
事
例
も
多
い
。
ま
た
明
治

四
(
一
八
七
ご
年
に
は
熊
本
城
内
に
錦
山
神
社
(
現
加
藤
神
社
)
が
創
建
さ
れ
、
以
後
清
正
公
信
仰
の
中
心
的
神
社
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。

以
上
が
清
正
公
信
仰
の
概
観
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
釜
山
草
梁
倭
館
内
の
玉
垂
神
社
に
清
正
を
祭
神
と
す
る
加
藤
大
神

は
合
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
倭
館
に
関
す
る
一
級
史
料
で
あ
る
『
倭
館
館
守
日
記
』
の
文
政
二
年
三
月
条
に
は
合
記
の
記
事
が
存
せ
ず
、

ま
た
龍
頭
山
神
社
・
龍
尾
山
神
社
共
に
近
世
期
に
遡
り
得
る
旧
記
・
縁
起
類
も
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
文
政
二
年
が
、
文
化
七
年
の
清
正



二
O
O

年
遠
忌
と
清
正
公
信
仰
の
流
行
か
ら
程
経
て
い
な
い
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
『
龍
頭
山
神
社
御
祭
神
記
』
が
住
吉
大
神
や
末
社
の
西

稲
荷
神
社
等
祭
神
の
勧
請
年
月
が
定
か
で
は
な
い
場
合
「
年
月
不
詳
」
と
記
し
て
い
る
点
を
鑑
み
る
に
、
文
政
二
年
三
月
説
に
は
何
ら
か
の

根
拠
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
前
節
で
引
用
し
た
『
朝
鮮
帰
好
余
禄
』
の
「
懐
古
」
と
い
っ
た
表
現
が
加
藤
大
神
の
そ
れ
な
り
の
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
点
、
釜
山
居
留
地
の
保
長
頭
取
役
所
保
長
集
会
決
議
録
議
第
一
号
「
朝
比
奈
神
社
ヲ
弁
天
社
ニ
合
祭
ノ
件
決

議
」
や
永
瀬
神
職
代
祭
典
書
類
綴
「
各
神
社
修
繕
費
ニ
関
ス
ル
件
願
」
を
見
る
限
り
、

明
治
十
三
年
二
月
十
五
日
議
事

第
六
条

済
生
医
院
新
築
に
付
右
構
内
に
有
之
朝
比
奈
神
社
を
弁
天
社
に
合
祭
の
義
官
廊
よ
り
下
問
あ
り
此
義
如
何

差
支
な
し
但
し
願
く
は
稲
荷
神
社
も
元
稲
荷
社
(
本
社
)

へ
合
祭
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
是
病
院
の
地
界
に
在
る
を
以
て
な
り
(
「
朝

比
奈
神
社
ヲ
弁
天
杜
ニ
合
祭
ノ
件
決
議
」
)

-
居
留
地
各
神
社
は
其
職
の
之
を
維
持
す
る
者
な
く
僅
に
掃
除
の
み
捨
当
の
者
あ
れ
共
所
詮
無
之
蔓
草
生
茂
り
不
潔
を
究
め
加
ふ
る
に
軒

瓦
社
檀
等
破
損
し
て
恰
も
廃
社
に
不
異
惨
然
た
る
有
様
は
実
に
居
留
地
一
般
の
想
観
に
係
り
不
体
裁
に
付
:
:
:

明
治
十
三
年
九
月
十
六
日

保
長
頭
取
心
得
付

阿
比
留
護
助

領
事
近
藤
真
鋤
殿
(
「
各
神
社
修
繕
費
ニ
関
ス
ル
件
願
」
)

と
近
代
に
入
り
明
治
十
三
(
一
八
八

O
)
年
ま
で
は
、
恐
ら
く
は
倭
館
が
明
治
六
(
一
八
七
三
)
年
外
務
省
管
轄
の
公
館
と
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
思
わ
れ
る
が
、
倭
館
内
に
存
し
た
各
神
社
が
開
発
に
伴
っ
て
移
転
が
計
画
さ
れ
た
り
、
或
い
は
「
不
潔
を
極
め
」
「
廃
社
に
不
異
」

-277-(320) 



等
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
衰
微
・
荒
廃
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
点
、
ま
た
「
龍
頭
山
神
社
御
祭
神
記
』
が
八
幡
大
神
を
始
め
明
治
期
に
勧
請
さ

れ
た
諸
神
に
つ
い
て
は
そ
の
勧
請
の
経
緯
を
詳
述
し
て
い
る
点
を
鑑
み
る
に
、
明
治
六
年
以
降
『
使
鮮
日
記
』
の
明
治
九
年
一
月
以
前
に
合

記
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
文
政
二
年
三
月
が
不
確
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
近
世
後
末
期
の
倭
館
が
対
馬
藩
宗
氏
の
管
理
下

に
置
か
れ
て
い
た
時
代
に
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
倭
館
玉
垂
神
社
に
於
け
る
加
藤
大
神
勧
請
の
背
景

そ
れ
で
は
対
馬
藩
管
理
下
時
代
の
倭
館
玉
垂
神
社
に
加
藤
大
神
が
勧
請
さ
れ
た
背
景
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
実
は
倭
館
内
部
に
加
藤
大
神
を
勧
請
す
る
に
は
、
以
下
の
四
つ
の
難
点
を
補
っ
て
余
り
あ
る
背
景
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
四
つ
の
難

点
と
は
、
ま
ず
一
点
目
と
し
て
倭
館
内
部
に
あ
っ
た
唯
一
の
寺
院
東
向
寺
が
臨
済
宗
の
寺
院
で
あ
り
、
ま
た
対
馬
島
内
に
於
い
て
も
日
蓮
宗

寺
院
は
府
中
国
昌
寺
の
み
で
あ
る
等
対
馬
藩
が
日
蓮
宗
と
は
縁
が
薄
か
っ
た
点
。
二
点
目
と
し
て
は
対
馬
島
内
に
加
藤
大
神
・
加
藤
清
正
を

杷
っ
た
事
例
が
見
出
せ
な
い
点
。
三
点
目
と
し
て
は
加
藤
清
正
が
朝
鮮
王
朝
側
か
ら
は
朝
鮮
出
兵
の
凶
雄
と
し
て
豊
臣
秀
吉
と
並
ん
で
最
も

悪
名
高
く
忌
み
嫌
わ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
点
。
そ
し
て
恐
ら
く
最
大
の
難
点
は
、
加
藤
清
正
と
同
時
代
の
宗
氏
当
主
義
智
が
、
例
え
ば
『
寛

「
宗
」
項
に
、

政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
五
百
一

ー
ー
ー
義
智

義
成

室
は
小
西
摂
津
守
行
長
が
女
、

母
は
阿
比
留
氏
が
女
。

離
婚
す
。
継
室
は
阿
比
留
氏
が
女
。
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と
あ
る
知
く
加
藤
清
正
の
仇
敵
小
西
行
長
の
女
を
妻
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
な
お
宗
義
智
は
小
西
行
長
の
女
を
関
が
原
の
合
戦
後
離
縁
し
、

義
智
の
跡
を
継
い
だ
義
成
は
対
馬
の
阿
比
留
氏
の
女
を
母
と
し
て
い
る
の
で
近
世
期
の
宗
氏
と
小
西
行
長
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
。
し
か
し

江
戸
時
代
に
相
次
い
で
作
成
さ
れ
た
加
藤
清
正
の
伝
記
類
、
或
は
朝
鮮
軍
記
物
類
で
は
、

-
又
平
安
道
ニ
赴
キ
タ
ル
小
西
摂
津
守
行
長
ハ
。
日
本
泉
州
堺
ノ
津
ノ
者
ニ
テ
。
宗
対
馬
守
カ
縁
者
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
。
郷
導
ト
シ
テ
彼
ノ

道
ヘ
差
向
タ
ル
也
。
日
本
国
太
閤
カ
臣
下
。
破
韓
ノ
武
将
ト
云
フ
ハ
。
此
加
藤
主
計
頭
豊
臣
ノ
清
正
也
(
『
清
正
行
状
』
奇
巻
)

-
平
安
道
へ
働
た
る
小
西
行
長
は
日
本
堺
の
浦
の
町
人
な
り
宗
対
馬
守
縁
有
者
故
朝
鮮
大
明
へ
の
案
内
者
に
つ
き
彼
道
へ
指
向
日
本
太
閤

か
本
の
武
将
は
加
藤
清
正
な
り
。
(
『
清
正
記
』
巻
二
)

-
抑
対
馬
守
義
智
ハ
、
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
当
時
秀
吉
公
ノ
寵
臣
、
小
西
摂
津
守
行
長
ガ
婿
ナ
リ
ケ
リ
、
(
『
朝
鮮
太
平
記
』
巻
一

馬
守
義
智
到
子
朝
鮮
事
」
)

-
殊
ニ
義
智
ハ
秀
吉
ノ
家
臣
小
西
撮
津
守
ガ
婿
タ
レ
バ
、
秀
吉
ノ
腹
心
ヲ
明
ケ
示
サ
ル
、
ノ
一
人
タ
リ
、
(
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
巻
一

而
被
遺
両
使
子
朝
鮮
事
」
)

と
盛
ん
に
宗
義
智
と
小
西
行
長
と
の
関
係
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

-
清
正
。
都
案
内
ノ
為
一
一
。
宗
対
馬
守
ニ
通
事
ヲ
傭
フ
。
徳
右
衛
門
ト
云
附
。
而
モ
都
ヘ
ノ
不
案
内
ナ
ル
通
事
ヲ
遣
シ
。
不
玲
ナ
レ
ト
モ
。

「
宗
対

-279-

「
重
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馬
ニ
騎
セ
真
先
ニ
立
テ
行
キ
。
(
『
清
正
行
状
』
奇
巻
)

-
都
へ
の
案
内
者
を
対
馬
守
所
へ
被
申
遣
け
れ
は
、
徳
右
衛
門
と
云
通
調
未
た
都
へ
も
行
た
る
事
な
き
ど
も
り
、

一
人
差
越
。
対
馬
守
と

小
西
は
縁
者
ゆ
へ
に
か
く
の
こ
と
し
。
(
『
清
正
記
』
巻
二
)

-
斯
テ
清
正
ハ
、
宗
対
馬
守
義
智
方
ヘ
使
ヲ
以
テ
、
都
城
ヘ
ノ
案
内
者
ヲ
乞
レ
ケ
レ
パ
、
徳
右
衛
門
ト
云
ヘ
ル
通
詞
ヲ
一
人
遣
ハ
サ
ル
、

義
智
ト
行
長
ハ
縁
者
タ
ル
ユ
ヘ
、
未
ダ
鴻
寅
ノ
玉
城
ヘ
ハ
遂
ニ
行
タ
ル
事
モ
ナ
ク
、
然
モ
言
舌
吃
リ
テ
物
ノ
用
ニ
モ
立
マ
ジ
カ
リ
ケ
ル

ヲ
遣
ハ
サ
レ
ケ
ル
ト
ゾ
聞
ヘ
シ
、
(
『
朝
鮮
太
平
記
』
巻
五
「
日
本
諸
将
於
忠
州
会
合
事
附
加
藤
小
西
口
論
事
」
)

-
於
慈
テ
清
正
ハ
京
城
案
内
ノ
為
ト
テ
、
通
事
ヲ
一
人
宗
対
馬
守
ニ
請
受
ラ
ル
、
義
智
ハ
行
長
ノ
婿
タ
ル
故
荷
捨
ノ
意
ア
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、

遂
三
尽
都
ノ
道
ヲ
モ
知
ラ
ズ
剰
ヘ
一
一
一
日
バ
前
リ
テ
、
其
言
語
ノ
差
別
モ
憶
ナ
ラ
ヌ
男
ヲ
遣
ハ
ス
、
其
名
ヲ
バ
徳
右
衛
門
ト
ゾ
称
シ
ケ
ル
、

(
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』
巻
六
「
日
本
諸
将
会
忠
州
事
」
)

と
宗
義
智
を
も
小
西
行
長
に
準
じ
て
加
藤
清
正
の
仇
敵
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
加
藤
清
正
・
小
西
行
長
・
宗
義
智
を
め

ぐ
る
印
象
は
文
芸
作
品
の
流
布
に
よ
っ
て
相
当
に
巷
聞
に
流
布
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
『
対
馬
州
神
社
大
帳
』
上
巻
「
国

府
」
に
依
る
と
、

一
、
今
宮
若
宮
社
ニ
子

〈
祭
神
二
坐
、
号
今
宮
者
、
小
西
摂
津
守
行
長
之
娘
、
平
義
智
君
夫
人
也
、
難
為
胎
妊
、
有
故
離
別
也
、
若

宮
者
其
御
子
也
、
甚
因
有
耶
怒
祭
之
也
〉

一
、
同
末
社
若
宮
荒
人
社
二
子

〈
号
荒
人
者
、
神
役
女
為
胎
妊
御
子
、
小
西
行
長
之
娘
、
因
嫉
妬
殺
之
、
其
怨
甚
、
依
之
祭
之
也
、
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と
対
馬
の
厳
原
に
は
、
何
時
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
小
西
行
長
の
女
が
御
霊
的
な
性
格
の
神
と
し
て
祭
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情

を
鑑
み
る
に
、
倭
館
内
の
玉
垂
神
社
に
加
藤
大
神
を
勧
請
す
る
の
に
は
や
は
り
か
な
り
強
い
背
景
が
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
近
世
中
期
以
降
の
日
本
及
び
対
馬
藩
に
於
け
る
対
朝
鮮
王
朝
観
の
変
容
、
そ
し
て
近
世
期
に
於
け
る
加
藤
清
正

を
巡
る
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
近
世
中
期
以
降
の
日
本
の
対
朝
鮮
王
朝
観
は
、
全
体
と
し
て
は
儒
学
・
国
学
等
思
想
学
問
の
発

展
、
待
遇
改
変
や
経
済
的
負
担
等
朝
鮮
通
信
使
を
巡
る
問
題
等
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
蔑
視
観
が
徐
々
に
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
っ
て

い
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
対
馬
藩
に
於
い
て
も
、
藩
財
政
の
生
命
線
で
あ
っ
た
対
朝
鮮
王
朝
貿
易
が
、
主
要
輸
出
品
で
あ
っ
た
銀
の
入
手
が
産

出
量
の
減
少
等
に
よ
り
困
難
に
な
り
、
ま
た
独
占
的
に
輸
入
販
売
し
て
い
た
朝
鮮
人
参
も
国
産
品
の
普
及
に
伴
い
そ
の
利
益
が
激
減
す
る
等

既
に
一
八
世
紀
半
ば
に
は
完
全
に
行
き
詰
っ
て
財
政
が
悪
化
し
、
延
享
年
間
以
降
幕
府
か
ら
財
政
面
で
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
頻
繁
に
な
っ

て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
幕
府
へ
財
政
援
助
を
求
め
る
際
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
対
馬
藩
が
朝
鮮
王
朝
な
ど
諸
外
国
へ
の
防
備
を
担
っ
て

い
る
と
す
る
「
朝
鮮
押
さ
え
役
」
な
る
架
空
の
軍
務
が
問
題
化
し
、
ま
た
朝
鮮
通
信
使
に
関
し
て
も
宝
暦
期
以
降
対
馬
で
の
易
地
聴
礼
へ
向

け
た
議
論
が
出
始
め
て
、
文
化
六
(
一
八
O
九
)
年
の
中
絶
船
廃
止
や
文
化
八
(
一
八
一
一
)
年
の
換
米
の
制
に
お
け
る
公
木
と
米
の
交
換

比
率
の
引
き
下
げ
と
い
っ
た
朝
鮮
王
朝
側
の
要
請
を
呑
み
つ
ザ
文
化
八
年
易
地
聴
礼
の
実
施
に
漕
ぎ
着
け
る
。
さ
ら
に
近
世
末
期
に
は
財

政
再
建
・
対
朝
鮮
王
朝
貿
易
促
進
等
の
た
め
に
長
州
藩
の
桂
小
五
郎
と
親
交
の
深
か
っ
た
藩
士
大
島
友
之
允
が
征
韓
論
を
主
張
す
れ
叫
よ
う
に

ま
で
な
る
等
、
近
世
中
期
以
降
藩
内
で
徐
々
に
朝
鮮
王
朝
と
の
関
係
を
見
直
す
雰
囲
気
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

一
方
加
藤
清
正
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
も
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
時
に
、
そ
の
尖
兵
と
し
て
朝
鮮
王
朝
の
二
王
子
を
捕
虜
と
し

オ
ラ
ン
カ
イ
に
ま
で
侵
出
し
た
他
、
晋
州
城
攻
め
や
蔚
山
城
の
寵
城
戦
で
も
活
躍
す
る
等
顕
著
に
活
躍
し
た
猛
将
で
あ
っ
た
が
、
近
世
文
芸

今
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の
世
界
で
も
例
え
ば
『
清
正
記
」
に
、

-
中
年
に
し
て
は
朝
鮮
園
冗
良
蛤
大
明
園
迄
も
高
名
を
あ
ら
は
し
、
:
:
:
(
序
)

け
く
し
う
と
云
所
へ
着
陣
し
、
則
放
火
し
、

一
千
百
五
十
人
討
と
り
、
朝
鮮
人
は
元
来
よ
わ
き
国
や
ら
ん
不
及
一
戦
清
正
む
さ
ん
の
次

第
な
り
と
て
一
笑
し
:
:
:
(
巻
二
)

-
清
正
遺
言
に
我
死
せ
ば
具
足
を
着
さ
せ
太
刀
か
た
な
を
は
か
せ
棺
に
入
納
へ
し
末
世
の
軍
神
た
ら
ん
と
の
残
詞
な
れ
は
任
其
儀
中
尾
山

と
い
ふ
山
に
送
葬
し
:
:
:
(
巻
一
二
)

と
あ
る
よ
う
に
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
朝
鮮
王
朝
や
明
を
相
手
に
勇
戦
し
た
英
雄
、
或
は
死
後
武
神
に
な
る
事
を
望
ん
だ
猛
将
と
し
て
造

形
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
侵
略
時
の
清
正
の
剛
勇
ぶ
り
は
清
正
の
伝
記
類
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
軍
記
物
類
や
近
世
後
期
以
降
に
は
錦
絵
の
世
界

で
も
盛
ん
に
描
か
れ
て
お
切
、
近
世
期
を
通
じ
て
相
当
に
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
藩
翰
艶
』
に

:
さ
れ
ば
朝
鮮
の
軍
一
度
起
り
し
よ
り
、
兵
連
な
る
こ
と
前
後
七
箇
年
の
問
、
本
朝
の
人
々
所
々
の
戦
功
皆
取
り
/
\
な
り
し
か
ど
、

清
正
一
人
大
明
朝
鮮
の
た
め
に
、
名
を
呼
ば
れ
或
は
詩
に
作
り
て
謡
ひ
、
或
は
神
と
な
し
て
祭
ら
る
、
弓
矢
と
っ
て
の
誉
古
今
に
並
ぶ

者
ぞ
な
き
、

按
ず
る
に
大
明
寓
暦
よ
り
こ
の
か
た
の
書
に
、
清
正
が
名
を
称
す
る
事
挙
げ
て
敷
ふ
べ
か
ら
ず
、
昆
山
の
王
志
堅
と
い
ふ
者
は
、

倭
王
と
称
し
て
歌
を
作
る
、
又
朝
鮮
国
慶
尚
全
羅
道
等
の
水
営
の
軍
官
、
年
毎
に
日
を
占
ひ
て
諸
営
戦
艦
を
集
め
、
海
に
浮
み
て
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海
神
を
祭
る
事
あ
り
、
努
に
て
人
像
を
造
り
、
是
を
射
て
海
に
鎮
む
、
彼
国
の
人
は
秘
し
ぬ
れ
ど
も
、
よ
く
聞
け
ば
是
は
清
正
を

冗
岨
す
る
事
に
て
あ
り
け
り
、
そ
の
人
像
は
清
正
に
か
た
ど
る
、
彼
国
の
能
く
射
る
者
と
い
へ
ど
、
恐
れ
て
終
に
中
つ
る
事
叶
は

ず
、
い
づ
れ
の
頃
に
や
一
人
射
て
中
て
た
り
し
を
、
双
な
き
高
名
と
い
ひ
け
る
に
、
忽
ち
物
に
狂
っ
て
飛
び
走
る
、
其
親
戚
清
正

を
祭
て
い
ろ
/
\
と
罪
を
謝
し
け
れ
ば
、
其
後
人
心
地
に
は
な
り
ぬ
、
此
後
人
い
よ
/
\
恐
れ
て
中
た
ら
ん
事
を
恐
る
、
本
朝
寛

文
の
中
頃
に
、
例
の
祭
と
て
水
営
の
戦
艦
共
海
に
泥
み
し
に
、
海
上
風
忽
に
吹
き
落
て
波
わ
き
艦
多
く
擢
け
破
れ
ぬ
、
こ
れ
清
正

の
崇
り
な
り
と
て
、
大
に
恐
れ
し
と
い
ふ
事
を
、
対
馬
の
国
人
に
窃
か
に
承
り
ぬ
、
(
巻
第
十
二
上
「
加
藤
」
)

と
あ
る
よ
う
に
、
清
正
が
朝
鮮
王
朝
や
明
の
人
々
か
ら
は
恐
れ
ら
れ
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
国
内
に
於
い

さ
て
倭
館
玉
垂
神
社
に
加
藤
大
神
を
合
記
し
た
目
的
に
関
し
て
、

い
ず
れ
も
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
史
料
で
は
有
る
が
、
大
正
五

283-

て
間
違
い
な
く
存
し
た
の
で
あ
る
。

(
一
九
一
六
)
年
二
月
二
十
四
日
付
「
神
社
創
立
願
』
と
「
龍
頭
山
神
社
史
料
』
附
録
「
和
館
ノ
変
遷
ト
各
神
社
御
由
緒
略
説
」
と
に
以
下

の
よ
う
な
二
説
が
載
る
。

-
(
ニ
)
境
外
摂
社
龍
尾
山
神
社

旧
記
存
せ
ず
巨
細
詳
な
ら
ず
と
難
も
首
神
社
は
延
賓
六
年
三
月
倭
館
移
転
嘗
時
の
創
立
に
し
て
始
め
神
功
皇
后
三
韓
御
征
伐
の
時
皇
后

に
従
ひ
奉
り
外
征
の
偉
業
を
垂
れ
外
鎮
の
功
徳
顕
著
な
り
し
武
内
宿
禰
公
を
援
乱
反
正
の
神
と
し
て
御
勧
請
玉
垂
神
社
の
称
号
を
奉
れ

(314) 

り
後
文
政
二
年
三
月
(
日
不
詳
)
に
は
豊
公
征
明
の
時
先
鋒
と
な
り
多
大
の
功
績
あ
り
し
加
藤
清
正
公
を
合
杷
し
奉
る
即
ち
以
上
二
柱



の
大
神
は
朝
鮮
と
は
特
に
縁
故
深
け
れ
ば
異
園
の
来
冠
を
防
が
む
と
し
て
奉
杷
せ
し
所
以
也
(
「
神
社
創
立
願
」
)

-
和
館
時
代
流
行
病
激
烈
を
極
め
し
と
き
其
原
因
は
牧
の
島
に
鮮
人
の
把
れ
る
李
舜
臣
の
た
、
り
な
り
と
し
て
、
之
れ
に
対
抗
す
べ
く
龍

尾
山
の
牧
の
島
に
面
す
る
処
に
加
藤
清
正
公
を
把
り
て
以
て
其
た
、
り
の
防
塵
を
計
り
た
り
と
い
ふ
伝
説
あ
り
(
「
和
館
ノ
変
遷
ト
各

神
社
御
由
緒
略
説
」
)

本
稿
第
二
節
で
概
観
し
た
清
正
公
信
仰
の
様
相
か
ら
鑑
み
る
に
、
或
い
は
加
藤
大
神
は
「
和
館
ノ
変
遷
ト
各
神
社
御
由
緒
略
説
」
の
述
べ

る
よ
う
な
病
気
平
癒
と
い
う
現
世
利
益
を
直
接
の
目
的
と
し
て
合
記
さ
れ
た
可
能
性
も
有
り
得
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
現

世
利
益
が
合
杷
の
直
接
の
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
釜
山
の
倭
館
と
い
う
対
馬
藩
管
理
下
の
場
に
、
他
の
神
仏
で
は
な
く
朝
鮮
王
朝
の
み

な
ら
ず
対
馬
藩
に
と
っ
て
さ
え
好
ま
し
く
な
い
印
象
が
あ
っ
た
は
ず
の
加
藤
清
正
を
わ
ざ
わ
ざ
杷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
両
説

が
共
に
暗
示
す
る
よ
う
な
近
世
中
期
以
降
の
日
本
国
内
や
対
馬
藩
内
に
於
け
る
対
朝
鮮
王
朝
蔑
視
観
の
台
頭
・
感
情
の
悪
化
と
、
加
藤
清
正

の
朝
鮮
出
兵
の
英
雄
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
流
布
が
強
く
存
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
、
釜
山
の
龍
尾
山
神
社
に
加
藤
清
正
を
祭
神
と
す
る
加
藤
大
神
が
合
枕
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
『
龍
頭
山
神
社
御
祭
神
記
」

政
二
年
三
月
と
す
る
記
述
は
か
な
り
妥
当
で
、
少
な
く
と
も
近
世
末
期
ま
で
は
遡
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
近
世
末
期
以
前
に
対
馬
藩
の

倭
館
の
内
部
に
加
藤
大
神
が
記
ら
れ
た
背
景
に
は
、
近
世
中
期
以
降
の
日
本
国
内
及
び
対
馬
藩
内
に
於
け
る
朝
鮮
王
朝
蔑
視
観
の
増
幅
・
朝

鮮
王
朝
へ
の
感
情
の
悪
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
大
雑
把
で
は
あ
る
が
論
じ
た
。

(313) -284一
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さ
て
、
そ
の
後
の
龍
頭
山
神
社
・
龍
尾
山
神
社
で
あ
る
が
、
『
龍
頭
山
神
社
御
祭
神
記
』
に
依
れ
ば
、

御
祭
神
九
坐

龍
頭
山
神
社
由
緒
明
細
記

御
勧
請
年
月
日

中
略

四
、
天
照
皇
大
神

五
、
八
幡
大
神

六
、
弘
国
大
神

七
、
素
蓋
鳴
大
神

八
、
神
功
皇
后
大
神

九
、
豊
国
大
神

慶
応
元
年
二
月
日
不
詳

明
治
十
三
年
八
月
十
五
日

明
治
廿
九
年
四
月
一
日

-285-

明
治
三
十
二
年
四
月
廿
三
日

明
治
三
十
二
年
四
月
廿
三
日

明
治
三
十
二
年
四
月
廿
三
日

と
ま
ず
慶
応
元
(
一
八
六
五
)
年
二
月
に
龍
頭
山
神
社
に
天
照
皇
大
神
が
合
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
近
代
に
入
り
、
い
ず
れ
も
や
は
り
龍
頭
山

神
社
に
で
は
あ
る
が
明
治
十
三
(
一
八
八
O
)
年
八
月
に
は
八
幡
大
神
が
、
明
治
二
十
九
(
一
八
九
六
)
年
四
月
に
は
宗
義
智
を
祭
神
と
す

る
弘
国
大
神
、
さ
ら
に
明
治
三
十
二
(
一
八
九
九
)
年
四
月
に
は
素
蓋
鳴
大
神
・
神
功
皇
后
犬
神
・
豊
臣
秀
吉
を
祭
神
と
す
る
豊
田
大
神
が

釜
山
の
居
留
民
た
ち
を
中
心
と
し
た
運
動
に
よ
り
合
記
さ
れ
て
い
き
、
龍
頭
山
神
社
が
皇
祖
天
照
と
朝
鮮
侵
略
の
英
雄
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

(312) 

を
持
つ
素
蓋
鳴
・
神
功
皇
后
・
豊
臣
秀
吉
等
を
記
り
、
龍
尾
山
神
社
が
そ
れ
ぞ
れ
神
功
皇
后
・
豊
臣
秀
吉
の
忠
臣
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
強



い
竹
内
宿
禰
・
加
藤
清
正
と
、
朝
鮮
渡
航
の
伝
承
を
持
つ
鎌
倉
時
代
の
英
雄
朝
比
奈
義
秀
を
杷
る
と
い
う
、
日
本
の
朝
鮮
進
出
の
意
識
を
む

き
出
し
に
し
た
、
或
い
は
韓
国
朝
鮮
へ
の
優
越
意
識
を
む
き
出
し
に
し
た
宗
教
空
間
へ
と
変
容
を
遂
げ
て
い
く
。
加
藤
大
神
の
合
杷
は
、
そ

れ
が
近
世
末
期
以
前
に
遡
れ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
右
傾
化
の
流
れ
が
近
代
に
入
っ
て
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
近
世
期
へ
遡
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
一
例
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

、
平
占

(
1
)龍
頭
山
神
社
、
龍
尾
山
神
社
に
関
し
て
は
大
曲
美
太
郎
氏
編
『
釜
山
龍
頭
山
神
社
史
料
』
(
一
九
三
六
年
一

O
月
龍
頭
山
神
社
社
務
所
)
、

岩
下
伝
四
郎
氏
編
『
大
陸
神
道
大
観
』
(
一
九
四
一
年
七
月
大
陸
神
道
連
盟
刊
、
二

O
O

五
年
九
月
ゆ
ま
に
書
房
よ
り
再
刊
)
、
近
藤
喜

博
氏
『
海
外
神
社
の
史
的
研
究
』
(
一
九
四
三
年
一
一
月
明
世
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
九
月
大
空
社
よ
り
再
刊
)
、
小
笠
原
省
三
氏
『
海

外
神
社
史
上
』
(
一
九
五
三
年
一

O
月
海
外
神
社
史
編
纂
会
刊
、
二

O
O

四
年
九
月
ゆ
ま
に
書
房
よ
り
再
刊
)
、
菅
浩
二
氏
『
日
本
統

治
下
の
海
外
神
社
|
|
朝
鮮
神
宮
・
台
湾
神
社
と
祭
神
|
|
』
(
二
O
O

四
年
九
月
弘
文
堂
)
、
田
代
和
生
氏
『
倭
館
|
|
鎖
国
時
代
の
日

本
人
町
|
|
』
(
二
O
O

二
年
一
O
月
文
春
新
書
)
、
青
井
哲
人
氏
『
植
民
地
神
社
と
帝
国
日
本
』
(
二

O
O

五
年
二
月
吉
川
弘
文
館
)
等

に
言
及
が
あ
る
。
な
お
両
社
と
も
明
治
三
十
年
代
前
半
に
龍
頭
山
神
社
・
龍
尾
山
神
社
に
改
称
し
た
。

(
2
)そ
れ
ぞ
れ
『
使
鮮
日
記
』
は
『
C
D
l
R
O
M

版
黒
田
清
隆
関
係
文
書
』
(
二O
O

二
年
七
月
北
泉
社
)
、
『
朝
鮮
帰
好
余
禄
』
は
註

(
1
)
前

掲
『
釜
山
龍
頭
山
神
社
史
料
』
所
収
の
本
文
に
依
っ
た
。

(
3
)対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本
(
宗
家
文
庫
/
記
録
類
町
/
宗
教
1
/
お
)
に
依
る
。

(
4
)
い
ず
れ
も
註

(
1
)前
掲
『
龍
頭
山
神
社
資
料
』
所
収
の
本
文
に
依
る
。

(
5
)清
正
公
信
仰
に
関
す
る
先
行
論
究
は
、
圭
室
諦
成
氏
「
清
正
公
さ
ん
信
仰
」
(
『
日
本
歴
史
』
一
八
八
一
九
六
四
年
一
月
)
、
池
上
尊
義
氏

「
肥
後
本
妙
寺
と
清
正
公
信
仰
の
成
立
」
(
『
日
本
宗
教
史
論
集
』
下
一
九
七
六
年
十
二
月
吉
川
弘
文
館
)
、
「
清
正
公
信
仰
の
展
開
」
(
『
宗

教
社
会
史
研
究
』
一
九
七
七
年
十
月
雄
山
閤
出
版
)
、
「
法
華
仏
教
と
庶
民
信
仰

!
i

清
正
公
信
仰
の
成
立
過
程
|
|
」
(
『
法
華
経
研
究
』

(311) ζ
U
 

ウ
M



四
一
九
七
八
年
三
月
平
楽
寺
書
店
)
、
田
中
青
樹
氏
「
民
衆
の
信
仰
と
し
て
の
清
正
公
信
仰
」
(
『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
三

二
0
0
0

年
三
月
)
等
が
あ
る
D

当
論
考
で
は
圭
室
池
上
両
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
た
田
中
氏
の
論
考
を
基
に
清
正
公
信
仰
の
様
相
を
纏
め
た
。

(
6
)
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
(
請
求
記
号

Y
E
1
/
H

ロ
)
に
よ
り
確
認
し
た
。

(
7
)
い
ず
れ
も
註

(
I
)前
掲
『
龍
頭
山
神
社
史
料
』
所
収
の
本
文
に
依
る
。

(
8
)
高
橋
章
之
助
氏
『
宗
家
と
朝
鮮
全
』
(
一
九
二

O
年
一
O
月
自
費
出
版
)
に
依
る
。

(
9
)
『
対
馬
島
誌
』
(
一
九
二
八
年
七
月
対
馬
教
育
会
)
に
依
る
。

(
叩
)
貞
享
三
(
一
六
八
六
)
年
成
立
の
『
対
州
神
社
誌
』
(
鈴
木
業
三
氏
編
著
『
対
馬
の
神
道
』
(
一
九
七
二
年
一
月
二
二
書
房
)
所
収
)
、
宝
暦

十
(
一
七
六
O
)
年
成
立
の
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
対
馬
国
大
小
神
社
帳
』
(
宗
家
文
庫
/
記
録
類
/
寺
社
方

/
c
ー

2
)、
天
明
年
間
成

立
の
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
『
対
馬
州
神
社
大
帳
』
(
宗
家
文
庫
/
記
録
類
/
寺
社
方
/
C
1
5
1
6
)、
文
化
六
・
七
(
一
人O
九
・
十
)
年

成
立
の
『
津
島
紀
事
』
(
対
馬
叢
書
二
・
三
・
四
所
収
)
、
註(
9
)前
掲
『
対
馬
島
史
』
を
見
る
限
り
、
対
馬
島
内
に
加
藤
大
神
、
或
は
加
藤

清
正
を
紀
っ
た
事
例
は
見
出
せ
な
い
。

(
日
)
上
垣
外
憲
一
氏
『
空
虚
な
る
出
兵
|
|
秀
吉
の
文
禄
・
慶
長
の
役
』
(
一
九
八
九
年
十
二
月
福
武
書
店
、
二

O
O
二
年
四
月
「
文
禄
・
慶

長
の
役
』
と
し
て
講
談
社
学
術
文
庫
よ
り
再
刊
)
第
三
章
は
、
清
正
が
勇
猛
な
日
本
軍
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
慶
長
の
役
の
最
中
よ
り
朝
鮮
王

朝
と
明
か
ら
ど
う
し
て
も
討
ち
取
り
た
い
人
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
役
後
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
清
正
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

崖
官
氏
『
文
禄
・
慶
長
の
役
|
|
文
学
に
刻
ま
れ
た
戦
争
i
l

』
(
一
九
九
四
年
七
月
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
)
第
二
部
第
三
章
第
四
節
、
第

五
章
第
一
節
に
詳
し
い
。

(
ロ
)
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
の
本
文
に
依
る
。

(
日
)
加
藤
清
正
と
小
西
行
長
と
は
歴
史
的
事
実
と
し
て
も
不
仲
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
北
島
万
次
氏
『
加
藤
清
正
|
|
朝
鮮
侵
略
の
実
像
|
|
|
』

(
二O
O

七
年
四
月
吉
川
弘
文
館
)
等
参
照
。

(
凶
)
そ
れ
ぞ
れ
『
清
正
行
状
』
は
続
群
書
類
従
二
三
上
、
『
清
正
記
』
は
肥
後
文
献
叢
書
二
所
収
の
本
文
、
『
朝
鮮
太
平
記
』
、
『
朝
鮮
軍
記
大
全
』

は
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本
(
宗
家
文
庫
/
和
書
/
歴
史
/
G
!
万
及
び
%
)
に
依
る
。

(
日
)
註
(
叩
)
前
掲
の
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本
に
依
る
。

(
凶
)
儒
学
・
国
学
等
思
想
学
問
の
発
展
と
朝
鮮
蔑
視
を
巡
る
問
題
に
関
し
て
は
、
矢
沢
康
祐
氏
「
「
江
戸
時
代
」
に
お
け
る
日
本
人
の
朝
鮮
観
に
つ -287-(310) 



い
て
」
(
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
六
一
九
六
九
年
六
月
)
、
孔
義
植
氏
「
征
韓
論
の
歴
史
的
背
景
|
|
徳
川
幕
府
期
に
お
け
る
知
識
人
の

対
朝
鮮
観
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
年
報
』
一
八
一
九
八
八
年
九
月
)
、
芳
賀
登
氏
「
近
代
日
本
成
立
期
の
日

韓
関
係
ー
ー
ー
征
韓
論
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
l
i
i

」
(
『
社
会
文
化
史
学
』
一
一
五
一
九
八
九
年
十
二
月
)
、
奥
谷
浩
一
氏
「
朝
鮮
通
信
使
四
七
年

間
の
空
白
と
「
易
地
鴨
礼
」
に
か
ん
す
る
思
想
史
的
考
察
|
|
江
戸
時
代
の
日
本
思
想
史
の
一
断
面
|
|
」
(
『
札
幌
学
院
大
学
人
文
学
会
紀
要
』

八
O

二
O
O

六
年
十
一
月
)
等
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
他
、
近
時
刊
行
さ
れ
た
萎
徳
相
氏
編
著
『
錦
絵
の
中
の
朝
鮮
と
中
国
|
|
幕
末
・
明

治
の
日
本
人
の
ま
な
ざ
し
|
|
』
(
二
O
O
七
年
一
O
月
岩
波
書
店
)
「
神
功
皇
后
の
「
三
韓
征
伐
」
、
「
元
冠
」
、
秀
吉
・
清
正
の
「
朝
鮮
征
伐
」
」

が
要
点
を
纏
め
て
い
る
。
朝
鮮
通
信
使
を
巡
る
問
題
に
関
し
て
は
荒
野
泰
典
氏
『
近
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
(
一
九
八
八
年
十
月
東
京
大
学

出
版
会
)
第
一
部
第
一
章
第
四
節
及
び
第
二
章
第
四
節
、
芳
賀
登
氏
前
掲
論
文
、
奥
谷
浩
一
氏
前
掲
論
文
等
々
に
詳
し
い
。

(
打
)
田
代
和
生
氏
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
(
一
九
八
一
年
三
月
創
文
社
)
の
第
二
部
第
九
章
か
ら
第
十
三
章
、
荒
野
泰
典
氏
註

(
凶
)
前
掲
書
第
二
部
第
一
章
第
四
節
、
田
代
和
生
氏
註(
1
)前
掲
書
第
六
章
第
四
節
に
依
る
。

(
同
)
鶴
田
啓
氏
「
一
八
世
紀
後
半
の
幕
府
・
対
馬
藩
関
係
|
|
近
世
日
朝
関
係
へ
の
一
視
角
|
|
」
(
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
一
一
一
二

一
九
八
六
年
三
月
)
、
同
氏
『
対
馬
か
ら
み
た
日
朝
関
係
』
(
二O
O

六
年
八
月
山
川
出
版
社
)
第
五
章
に
依
る
。
ま
た
田
代
和
生
氏
『
日

朝
交
易
と
対
馬
藩
』
(
二
O
O

七
年
九
月
創
文
社
)
第
一
章
は
、
対
馬
藩
が
そ
う
し
た
特
殊
な
軍
務
を
担
っ
て
い
る
と
す
る
発
想
が
、
既
に

近
世
中
期
の
藩
儒
雨
森
芳
洲
が
貿
易
・
経
済
の
問
題
を
幕
府
と
交
渉
す
る
た
め
に
確
立
し
た
「
芳
洲
理
論
」
の
中
に
見
え
、
以
後
「
芳
洲
理
論
」

が
頻
繁
に
活
用
さ
れ
た
事
が
近
世
末
期
の
「
征
韓
論
」
へ
と
繋
が
っ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

(
ゆ
)
田
保
橋
潔
氏
『
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
』
(
一
九
四O
年
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
)
別
編
第
一
第
七
節
、
田
代
和
生
氏
註
(
同
)
前
掲
書
第

四
章
に
よ
る
と
、
易
地
聴
礼
の
交
渉
の
た
め
、
対
馬
藩
は
こ
う
し
た
不
利
な
要
請
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
加
)
徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史
』
第
八
六
巻
(
一
九
六
一
年
六
月
近
世
日
本
国
民
史
刊
行
会
)
第
二
章
第
七
節
、
山
口
宗
之
氏
「
幕
末
征

韓
論
の
背
景
」
(
『
日
本
歴
史
』
一
五
五
一
九
六
一
年
五
月
)
、
毛
利
豊
氏
「
幕
末
期
(
大
島
・
勝
・
山
田
ら
)
合
作
「
征
韓
論
」
の
形
成
(
『
駒

沢
史
学
』
二
七
一
九
八

O
年
三
月
)
、
木
村
直
也
氏
「
幕
末
の
日
朝
関
係
と
征
韓
論
」
(
『
歴
史
評
論
』
五
一
六
一
九
九
三
年
四
月
)
、
瀧

川
修
吾
氏
「
対
馬
藩
の
征
韓
論
に
関
す
る
比
較
考
察
|
|
文
久
三
年
・
元
治
元
年
・
慶
応
四
年
の
建
白
書
を
中
心
に
|
|
」
(
『
日
本
大
学
大

学
院
法
学
研
究
年
報
』
三
五
二

O
O

五
年
二
月
)
等
に
依
る
。

(
幻
)
朝
鮮
軍
記
物
に
於
け
る
加
藤
清
正
の
造
形
に
関
し
て
は
金
時
徳
氏
「
忘
れ
ら
れ
た
一
文
芸
の
系
譜
|
|
加
藤
清
正
伝
承
か
ら
見
た
「
壬
辰
倭

(309) -288-



(
辺
)

(
幻
)

(M) 
乱
物
」
|
|
」
(
『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』
二
八
二
O
O

五
年
三
月
)
、
錦
絵
に
於
け
る
加
藤
清
正
の
造
形
に
関
し
て
は
美
徳
相

氏
編
著
註
(
凶
)
前
掲
書
に
詳
し
い
。
な
お
菱
徳
相
氏
同
書
掲
載
の
錦
絵
図4

「
国
芳
「
竹
内
宿
祢
」
」
(
一
八
五O
年
頃
刊
)
は
加
藤
清
正

の
朝
鮮
進
攻
の
図
の
旗
峨
に
「
竹
内
宿
祢
」
と
記
す
が
、
神
功
皇
后
「
三
韓
征
伐
」
の
忠
臣
竹
内
宿
禰
を
祭
神
と
す
る
玉
垂
神
社
に
加
藤
大

神
が
合
記
さ
れ
る
よ
う
な
発
想
と
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
的
な
関
わ
り
が
あ
る
か
。

新
井
白
石
全
集
一
所
収
の
本
文
に
依
る
。

註

(
1
)前
掲
『
釜
山
龍
頭
山
神
社
史
料
』
所
収
の
本
文
に
依
る
。

田
代
和
生
氏
註
(
同
)
前
掲
書
の
附
録
「
『
分
類
紀
事
大
綱
』
総
合
目
録
」
に
よ
る
と
『
分
類
紀
事
大
綱
』
第
六
輯
に
「
朝
鮮
国
飢
鐘
之
一
件
」

(
一
八
一
四
〔
文
化
一
一
〕j

一
八
一
七
〔
文
化
一
四
〕
)
、
「
朝
鮮
京
近
辺
流
行
疾
之
一
件
」
(
一
八
二
一
〔
文
政
四
〕
)
、
「
館
内
悪
病
流
行
ニ

付
医
師
被
差
渡
候
一
件
」
(
一
八
二
二
〔
文
政
五
〕
)
が
あ
る
。
文
政
二
年
に
は
年
次
が
合
致
し
な
い
が
注
目
す
べ
き
か
。

追
記本

稿
は
巡
礼
記
研
究
会
第
五
回
研
究
集
会
(
二
O
O

八
年
九
月
十
三
日
・
於
慶
慮
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
)
で
の
問
題
の
口
頭
発
表
を
も
と

に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
に
際
し
て
ご
高
配
を
賜
っ

た
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
等
に
も
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

-289-(308) 


